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最 ア 市中 出 下 J、 湧距 一一 泉 自 プ 底

""' 9 山 コλ 湯約 出 ノV ¥'.D 村 フ 主倉、 、
繁以 JV ..＞、 ー~ ス 一 出 ，品_ .. "" 

本ill. !I艮及、
華 上 ノ f且湯里塔里 ス 域 メ，~：、ず 一一、
ノ 諮問泉本 壬！と之 二 諸野 十 シ ノ

地温 ヲ ヨ 鈴襟 －1-i直村 ノV ;;r 平、 ．
泉湯引 ヲ 木温 三 泉 仙 ヲ ノV 隠

;7. ノ 用 二 賀泉 町 中石 菟 モ i九主主Al.. 

湯花 ス 里祖 J、 早 小 原 ／｝~ レ ノ、
本理其 宇泉湯 川 田 村 "J" 斗・ 整、
塔温 他内 J、 本 ノ 原及 ノレ ， JV ノ

ノ 泉 双外 二 ヨ 上 町 箱 ナ 一 1昼
I畢 ア 弓・ ーー 里 9 流 ーー 根 9 ヨ 泉、 、
7Jr 9 fl! ア 説上 ｝ ー 最 町 ヲ ii)j 、

一

五
回



奮火斜 サ ジ較方 ナ 蔓 プ 掛 ノ 箱、
火孔．緩 ノV 内 的基 リ 1- 其山 中根、 、
まし ア モ 側永米共 ミ， 最山央火

内 9 ジ向 ＝年突直七高伏火 山

一 ア プ 立三 J、 月 ーー 径百貼峠 孔 J 、 司圃’一』・・一』.品． 
、 一夏断多 内又経達南七 ヲ ニ丘二

ニ崖 ク 側崖過 7:北十 ，金閥噴重地

噴絶 J、 J、 錐 ジ 卸 十 三時山出式
、

出 樫： 十概著随 チ 二米山 丸 セ 火 ． 
セ ヲ シ ジ テ 一基突 ト 山 9、山形一
JV ナ 度 プ ク 幾 ノ 米 ノ ジ 岳金二

月3 シ 以傾殺多
ー寸

ホ突高海等時 ジ
、

央傾下到達 ノ ．守 東距抜 ノ 山 プ、
火~十 ナ － メ＇＂為.. 

ジ 放 西 ヲ 千略明外

孔頗 ヲ ーー 本射 プ 六有二環紳 ．部
、 しー ． 

丘 ノV 但ジ来谷 五ジ百股岳＝

J、念ジア ノ 』 ！山＂＇ 基 外、 十ヲ明 J、

其ナ明三地奮 米輸三成 星醤

数 9 神十形火 一 突山米 ミ／ 岳火、
約 山五 ノ 口 麗 ーー ノ 突 ア 浅孔

五 ノ 度麓 ノ ス ジ 平 二 此問 外、
箇 内 内．化内奮 ア 均達 立山 車両、

一 部外 司王 側火面高 ジ ス 鷹 llf 、

五五

達 ーー v 就 口 積距最 JV ノ ア

ー／ J、達 ~ ・ーー・， 活二 ｛~ 集 9 、
略 一 ミノ ト 外動百千慮外山 共、 、
北 箇外砂側停四 米 ヲ 輸要 内

ー寸
# ノ 仰j ナ ヲ 止十突 ~ 山害 ーー

西 爆 J、 カ 彫後五内 ヅ． ーー 山幾、
ヨ 裂傾 フ 刻比平外 キ ジ鞍多

L 



セ 北外較敦 ーー 度気温爆 突 呈 南 リ

'} バト 輸的 レ制l ノ 孔．泉裂 一 ス ーー 南、 、
火西山念 ょを 山 緩噴湧火達 y 上 ，令

I 

孔 ヨ 及 一一 ト 及傾泉出 孔 v 牽双 束

原 '} 中其 ロ 駒斜等 ?- J、 質 ケ 子 ノ
、

ノ 南央高 イ ケ ヲ 存就 山 一 岳山 方

南 々 火 RE デ岳魚在 ヰs 鰭 箱 モ ア 向
L 

西東孔座 J、ジシ大ノ根亦リニ

著E ノ 丘積 E時。f其ア爆湧北火中最、 排

ーー 方問 ーー a国 d 形 仙裂谷東山央南列
J、 向 ノ よヒ 朕石ノ最腹中火ユジ、
水 ーー 平 シ 一 高原告会 毛 一 ノ 干し ア 最、
ヲ 排地 プ 属距宮勢盛存最丘 JV 北

湛列 J、 大 ジ 等披 ヲ ーー 在 1。司主‘ ナ ヲ 一
フ セ M ナ 熔能野示 も／ ミJ 思llj JV 下 ア
、

－ ぅ訓ι．，， JV 千 9 岩ク 等ス フ． 1昆 ナ カ 双 JV、
ヲ ヲ 火 ノ 類 ーー 爆泥今 リ 如子 ヲ

、
産以孔 疑似達裂水向大 るノ 山神、
ノ ブ ，原 国 ジ セ ノ ヲ オミ j勇紳 ト Ill 

湖火 ナ J校 共 ヲ 結浪水谷山 二正三、 、
ト 干し '} JV 上呆 フ 蒸早 ノ、 フ ~ 、 、
云原火 εE 各双流 、＿；v 気雲海紳 ヒ

、
ヒ J、 iL ノ 双子出熱及 地抜山 主主、
蓋 自 丘 ヨ 子 山 セ 池硫獄千 ノ 南、 、
ノ ア ノ、 ') 火及 JV 泥会式揚凶北 ーー

湖馬外 成 山 下泥火 ヲ ノ t'f ーー 駒

ノ 蹄輸 タ ヲ 双流山噴花三国 ケ
、

北形 山 傾形子 J、疏出 津十頂岳
1・

ヲ ヲ 中 斜成 山七質 ジ 等八形更

仙是 一 比 誼八噴又 ノ 米 ヲ ーー

五
六



成幅 布ア 合早 ーー ノ ジ 須瀬 プ
，；，、 石

ス 僅 ヨ 此 フ、 Jlj 面外小雲 ノ 河其原、 、
此 ーー リ 名 之ノ、 セ 輪田 Jll 北流 湖 ト

ノ 十下 ア ヲ 底 JV 山原 J、 ーー ヲ 成 云

峡尺流 9 蛇倉傾 ヲ ノ 浅 ア 魚沈 ヒ、 、
谷以早蛇骨附斜破南問 JV シ積北

－＇・、 内 川骨川近亦 JV ーー 山 モ 外物束、
主日色 ナ 一

,,, 
ト ーー 比慮於鷹 ノ 輸 ーー ヲ

；邑 y 注 ーー 云於較 一 ア 菓 ヲ 山 ヨ p凸i‘ 

ノ ーー ク －＇・、 フ プ 的相相 山 早 ノ 9 披、
流拘 問底蓋南念嘗摸及川 一 プ 野

7k フ ノ 品A五、 ジ西 ーー 三ζ 洋湯 ト 部之 ト

ノ 3、 約附其小 ジ ノレ 二 、坂稽 ヲ ヲ ヱ三

白浸深四近 附 湧 プ ヲ 注 山 ジ破知 フ
、

蝕 サ 百 近谷二以 ク ノ 南 9 JV 此、
作二七於 ーー 爆十 プ

，凸i令 一 一 プ ヲ 等一
用 百十 プ 蛇裂八渓 ノ 角 ア 海得 ノ

ヲ 尺米三骨 火度 谷下 形 )V 一 へ ．火、
以鈴突箇 M JL 一 極堂地 司王 注 ジ 手し、
プ ーー ノ ノ チ 内達 メ ケ 域 ノ ク 奮原、
之遼 地譲桂 ヨ ス プ 戸t＇.守ii ヲ ヲ 之火 J、

ヲ Jえ －＇・、 布華 リ 深附挟須 ヲ 孔曾

説 JV 懸相 ヲ 流 ク 近 、－、． 雲火内 ア、

五七

明標崖接 多 L〆 浅 J、 湯川 干し ノ 湖

二九 式絶 ジ ク 来 問 此本 ト 瀬 水 底
，、、 的壁 プ 産 JV 山 ノ ーー :z;; ト －＇・、 タ

カ 峡 ヲ 懸ス 一 ノ 京日 於 フ 云克、
フ 谷 ナ /V JV 支 r凸.... ク プ 早 フ ーー ジ、 、
コζ ヲ ミJ 此 ヲ 流 ノ，早相川火来 =r 、
蓋形河諜 以 ヲ 下川会 及孔 ヲ ト

ー



箱及箱 照倉部漂流 プ 床 ナ ジ
＼』ノ

根 盤根 、ーー 分布 ーー 初 ナ ト キ 早

火岩火 於 J、 ノ 存 ー，、 ''} －＞、 蛇 Jlf
山 ヨ 山 プ 其存在恰 プ 設骨
J、 '} ノ 1-79 使上在 ス 司王 早 ーー 川蛇

外成基 用流地 JV 其川甚 ヨ 1t 
輸 9 礎地 ス ーー ト ーー メぶ』1、 ーー タ '} JI[ 

Ill 多 ヲ ノV 比 ノ 至流注 ジ 浸 ト

ト ク 構 ？且 シ 問 レ’ 結 キ キ 蝕 J、

中足成賀 泉ア －＞、 9 一 ジ 高作 共、
央柄ス J、谷諜此存 カ 低用 浸、
火方 JV 主 l幅布 ノ 在深 ノ 著蝕

孔面 毛 狭 ノ 如 ジ布差 ミ〆力

丘 ノ ジ ク 退 ク タ ，，、 ヲ ク 著

ト 露 J、 プ 谷却蛇 リ 自 生大 ジ

ーー 出所 此底 ジ 戸日， シ 己 ジ ナ ク

ヨ 二九 言首 峡深 タ Jlf 毛 ／ !!rt ク 異、
'} 足 谷 キ ノV ノ ノ 浸骨随 一
共 柄 ノ 峡遺早今蝕川 プ ジ

地 第 渓谷跡川 ヤ イ下 J、 虫色 プ

質 壁 ヲ － ー ーー 退用 懸骨水一
ヲ 来日 ヨ 成外合 プ ノ 谷川量
~＼ 屠 9 ニλ ナ 流 四結 ヲ ノ 多

一守 ーー 湧 ナ フ ス 百果 ナ 河 キ

ス ミ／ 出 リ サ JV 七三た るノ 床早、 、

Jll I 外 プ ス 官 JV 所十 第共 ト
r、、

輸 砂 第 ノ ヲ ト 米 ーー 水早 J、

Ill 疋u王I 一 下以現突退 J、 Jff 水

モ 頁 版及 う7 今 ノ 却議 ノ 通医ヨ： 

亦 岩 参底此 ノ 上 ジ 布河少 l

五
八



’五
九

J、 有節安 ジ セ ーー ネ 輝 Ul 二入 孔熔部 l
濃ス 玉虫 山 ト ヲ l賢一石 ノ Y 瀬岩分、 、
色岩 ヲ 1:t＇三Zf ス 石 tu rよaと守・ 安最 凝 ーー 主主 一、
ナ 石有 ＿，・、 又理 る〆 ノ 山初友沿上 ヨ

ヲ ノ ス薄屡 J、 比）I国完 J、 岩 ヒ ヲ リ、 、
色又板 {> 多較序輝海 中 プ 被多
，，、 明肢板 ク 的 ーー 石底 ヨ 上 ヒ 少

比紳節股班臨従安火 9 レ 熔其

較山 理節放基 ヒ 山 11/ ＿，・、 ノ、岩地

的 ーー ヲ 理 ーー 性噴岩 ナ 曾 到及 質、
酸露有著 シ ノ 出複ノV ;;・ ノV 集異

性出 ジ v プ i敢セ 京軍 ヲ 鮫庭塊 ナ

ノ ス 高 キ 鍛撹 ヲ 石知歯此岩 レ’、
モ JV 倉 モ 密輝卸 安 JV 化 成 ，， ，， リ

ノ 撤山 ノ ノ 石 チ 山 ヲ 石層 互

J、撹及 ア モ 安比岩得 ヲ ノ 層推、
淡輝根 9 ノ 山較撒 へ稜順最 ごE

、
色 石府要少岩的撹 ジ 見 序 上 凝、
ーー 安川 害 テ 最蹴輝熔 ベヱ ヲ 部 次

シ 山 附山 グ 後性石岩 ジ 見 ニ岩

ア 岩近附斑 ーー ノ 安 J、 :7 yν ア 概
比 J、 ノ 近品 噴紫山 之 ヲ リ ネ、
較塊輝 ーー ト 出蘇岩 ヲ ア 得 湯最

的朕石 露 シ セ ま軍 ノ 分ノV へ本下

盤及安出 プ JV 石直 類 ヲ ジ ず部、
~柱 山 セ J，、 ノ 安別 ス 以湯 割、 ヲ

佐肢岩 JV 長傾山 ア l〆 ア 本 るノ 占

ノ 節 J、複石向岩 9 J、 箱 早 メ

毛 理板輝 ヲ ヲ 最 プ 紫根露川集

ノ ヲ 朕石多示初概蘇火 出 火塊



， 

治 Jll ーー 以 ":3 石 ヲ ナ瑳 9 、 的直 中

草 火出上 ト ，；・、 f事 9 品其臨別央、
口 プ ノ ナ 皆ス、 而 ヲ 斑基 ア 火

箱 i額或諸 ジ塊岩 ミ／魚朕性 9 孔

根五ニ J、岩 紋石 プ ス石 ナ プ 丘

温 J、岩石 一一 ノ 共モ 理 JV 比 ヲ

泉温．数脈 J、 シ色輝 ノ ヲ 後較構

J、 十ヲ爆 ア ＿，，、 石川是者的成

其 ノ 魚裂 外外 J、タトス J、 目安 セ

起ヌ白j丈 大 ジ作 輪輸多輸 Y 駒性 JV

用 山 山 山 ....J-原 小 う7 ク :::? ケ ノ 司王

甚 ノ 追を ノ ーー ノ 集 ,.1 ト 岳 ノV ノ

タ 岩友魚 於 モ 合場 ＞、 ヲ 前 ｝ 

古 脈岩 メ ケ ノ ジ合外構者モ

ク 露及泥 JV .:. ブ ーー 輸成 ノ、亦

古 出集土 カ 比或於山 ジ双複、
来 セ ~tt ト ま日 ジ ..；・、 ケ ヲ 前子輝

%§ JY 岩相 ク プ 使 JV 構者山石

根 ヲ ヲ i昆 板一品 カ 成 J、及安

七 見貫 ジ 月先 層 ヲ 主日 ス 後紳山

湯 ノレ 通泥 叉 濃魚 ク ノV 者山岩
、

ノ .7. 流 J、厚 ジ 長 毛 一 蓋友、
名 早 ヲ 柱ナ 或石 ノ 先 ケ 撤
.... ・、 川魚 朕ノV J、 ーー ト チ 岳撹

夙 火 ミJ 節 ノ 不非異形 ヲ 輝
。

ーー 口 プ 理傾規 フ、 ナ 成構 石

人 瀬火 ヲ 向則 ミJ フ セ 成安

口 及 口 有 ア ノ プ サ フ ミ／ 山、
ーー 須原 二え 9 連輝 JV ν 比．岩、
檎 雲内 JV 岩合石 モ タ 較ノ



占

ノ

境 大種堂 ト J、 ス 湧 ヲ 羅二鎌塔実、
界湧 ーー ケ ノ集 JV 出以下 温倉 ノ ス

ト 谷属 島 三塊少ノ プ 強泉時津 JV、

代温 所ミ／ 噴ス 官種岩量肢箱羅 ヲ
、

テ 気ノレ ノ アー 中 ノ 出根仙併既泉ナ

1・(1 JL モ 下 ヲ崎 ノ‘ 執 ~ ....、 石 セ ーー ....、 リ、 、 、
東 ，、 ノ 底大裂泉箱今上古世慶湯

反帥 ナ 倉湧憐 ニ根 ヤ 湯来人長本． 、
北 iJ~ リ 姥谷 ヨ 多温十仙箱 ノ 十温、
西爆 子早 9 量泉四石根知年泉,, 

裂 及 雲湧 ノ
〆ー、

... ，、 湯下 七ノレ 或 J、

二火 産地 出 渓 之 ヲ 湯湯所 J、雲
、

回孔 ノ 獄ス 7.k ヲ 数姥 ト 寛武、
ーー ノ 湯小 JV ヲ 湧 フ 子稀ナ 文帝、
分遺 J、 湧 モ 加出 ノV 湯 セ v 七 ノ

JV 跡 第谷 ノ ，、、 ノ ーー ノ プ 9 年天、
、ー”

南 ーー 二及及ア 股至花 レ ト 、平
f旬、 'r.:土a． 

東 ジ 種湯ニ温泊 レ 津 タ :μ; ノ 十
、、ー’

匡 プ － ー
ノ 岩泉 ヨ 9 等 JV 7 下年、 、

ヲ 地 湯花脈 ト ヲ ノ 司王 是及 一
地識 本海 a ナ ~ 議 ノ 等底接、
獄隼 塔 ノ 1官 セ ，、、 i監 ナ J、倉見

津 ヲ ノ 諸 ヒ ノV J、 fR 9 堂 ，、 セ
ノ’、、 、

ト 安 樫？昆ラ・ モ 一 開 爾 ケ 臆 フ

稀置 及泉湧 ノ
f「

、ーノ
噴 費来 島 永 レ〆

ジ セ 木 J、 出二気 セ 小及前 タ

北 JV 賀第ス
、、，J
凝孔 フ 湧産後 9 

、
西山 川ーノV Z足 ーー レ 谷 ノ 木 ト

、
直峨 第種 モ 岩湧 タ 上湯賀云

ヲ ヲ 一 ーー ノ 叉出 ノV 日昼 ノ ...、 ヒ一 、 、



濁 ーー 湛在 ト 分 メ 出 及北室 ア ，，、 閤

出 異 ，、、 三／ ナ 解 J、 ノ、 疏束 ヲ ') 駒魔、
口 4ノ‘ タ 暗 ') ジ 表殆気 ノ 設叉色墨

二二 /1' JV 野j 元 7 面 シ ヲ 方 ケ 盛 ノ ト

箇 τ2 小色来葱及 ト 噴向 渓． ーー 泥栴

ア 池 ヲ ノ 皮宅2之 出 ーー 水水 水 フ、
、

ヲ ナ ヲ 星組朕練 7 ミ〆 割ド ヲ 蒸 司，， 地

プ ク 有 コえ 織 ーー ノ 見硫 列注気湛獄

説 F住 ス ノレ ヲ 剥部ス Ji・｛i ス 及 へ津、
レ 其 JV ~ 止脱分岩及ノレ シ まA タ ーー

毛 規黒占 ノ メ ス 円安石石孔 プ 水 JV J、
、

何枚泥 ア -'t ノV 化 J、 菅 l涼温 ノ

床 ノ 土 ') ノレ ーー ジ 一 ，、 八泉噴池面、

一 小及 ー円「 ーー 至． プ 般噴信i ト 出 ノ ーー

位 ナ 熱雲歪 ') 赤 ーー 口 ア ナ ス 泥盛

ジ JV 水地ノレ詮禍噴附 リ ミ〆 ノV 士 ーー、
多 ノ ヲ 獄ず・1 一 色気近 プ ~fil 所及硫

量 :z::: 間 J、 Jlt ノ、 ヲ 作 ーー 森羅 ア 熱気
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